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　以上のような制約の下で、本稿では、① 1990 年から 2015 年までの第 1 次～第 3 次産業に占
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める外国人労働者数と外国人依存度、② 1995 年から 2015 年までの一部の製造業（産業中分類）









1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年
外国人の人数 840,885 1,075,317 1,354,011 1,556,113 1,973,747 2,134,151 2,232,189
外国人の増加率 27.9% 25.9% 14.9% 26.8% 8.1% 4.6%
外国人の生産年齢人口の割合 70.2% 79.2% 82.3% 83.3% 85.2% 84.9% 84.4%
法務省「在留外国人統計」から推計
　表 -2 は、法務省「在留外国人統計」に基づく、外国人の人数と生産年齢人口（15 歳以上 65
歳未満）の人数である。1985 年から 2015 年にかけて、外国人の人数も、生産年齢人口の割合
もおおまかに言えば増加してきた。
　次に、第 1 次、第 2 次、第 3 次産業それぞれについて、外国人数及び外国人依存度について







1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年
第 1 次産業 2,195 3,935 6,733 13,856 25,340 29,936
第 2 次産業 209,713 322,030 366,871 418,440 376,049 386,527
うち、製造業 171,572 241,733 297,926 360,743 333,002 336,906
第 3 次産業 330,000 398,850 449,566 564,923 588,986 625,092




表－ 4　産業別外国人就業者数の 5 年前からの増加率と推移
1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年
第 1 次産業 79.3% 71.1% 105.8% 82.9% 18.1%
第 2 次産業 53.6% 13.9% 14.1% -10.1% 2.8%
うち、製造業 40.9% 23.2% 21.1% -7.7% 1.2%
第 3 次産業 20.9% 12.7% 25.7% 4.3% 6.1%
就業者数計 33.8% 13.6% 21.1% -0.7% 5.2%
法務省「在留外国人統計」及び総務省「国勢調査」から推計
　第 1 次産業と第 3 次産業は期間中、一貫して外国人の就業者数が増加してきた。特に第 1 次
産業は高い伸び率を示しており、その点は刮目に値する。ただ、他産業に比べると第 1 次産業
の外国人数は少ない。第 2 次産業は 2005 年から 2010 年にかけて減少したが全般に人数も大き
く、特に 1990 年から 2000 年までは最も高い増加率であった。
　次に産業別の外国人労働者依存度について見ていきたい。
表－ 5　産業別外国人労働者依存度
1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年
第 1 次産業 0.0% 0.1% 0.2% 0.5% 1.1% 1.3%
第 2 次産業 1.0% 1.6% 2.0% 2.6% 2.7% 2.8%
うち、製造業 1.2% 1.8% 2.5% 3.4% 3.5% 3.5%
第 3 次産業 0.9% 1.0% 1.1% 1.4% 1.5% 1.6%
法務省「在留外国人統計」及び総務省「国勢調査」から推計
　期間中、すべての産業で外国人労働者依存度が高まった。特に、他の産業と比較して製造業
の依存度は高い水準で伸びてきたこと、また、2005 年から 2010 年の第 2 次産業の外国人労働
者の減少局面においても、製造業の外国人労働者依存度は上昇してきたことが分かる。2005 年


















1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年
輸送用機械器具製造業 6.5% 6.2% 10.2% 6.9% 6.3%
電気機械器具製造業 1.9% 3.0% 5.3% 5.2% 4.3%
食料品、飲料等製造業 2.2% 3.0% 4.9% 5.1% 6.2%
金属製品製造業 1.3% 2.4% 2.3% 2.9% 2.9%
プラスチック・ゴム製品製造業 1.9% 2.4% 2.2% 0.0% 0.0%
一般機械器具製造業 1.0% 1.5% 1.5% 1.5% 2.3%













統計（データ A）の技能実習関連資格（2005 年までは「研修」＋「特定活動 2（その他）」、2010
年は「研修」＋「特定活動 2（その他）」＋「技能実習 1 号（イ、ロ）」＋「技能実習 2 号（イ、
ロ）」、2015 年は研修」＋「技能実習 1 号（イ、ロ）」＋「技能実習 2 号（イ、ロ）」）の合計に、
国際研修協力機構「業務統計」（データ D）から得られた技能実習 1 年目にあたる在留資格の
産業別割合をかけることで人数を求めた。日本人を含む産業全体の人数については国勢調査（デ









2000 年 2005 年 2010 年 2015 年
輸送用機械器具製造業 0.4% 0.9% 0.9% 2.1%
電気機械器具製造業 0.2% 0.4% 0.8% 1.3%
食料品、飲料等製造業 0.4% 1.2% 1.3% 3.1%
金属製品製造業 0.2% 0.6% 0.8% 1.9%
プラスチック・ゴム製品製造業 0.2% 0.7% 0.9% 1.6%
一般機械器具製造業 0.1% 0.3% 0.3% 0.4%
繊維工業 1.1% 3.2% 3.5% 7.8%
法務省「在留外国人統計」、総務省「国勢調査」、国際研修協力機構「業務統計」から推計
 データは表－ 6、表 7 に準ずる
図－ 1　製造業（産業中分類）における外国人及び技能実習生依存度





























国内総生産・名目 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年
繊維製品 4,753.3 3,093.4 1,803.5 1,370.3 1,392.7
はん用・生産用・業務用機械 13,808.3 14,369.8 14,651.3 13,205.6 15,317.3
輸送用機械 12,437.0 12,651.6 16,280.7 14,799.9 17,013.9
国内総生産・実質（2011 年＝ 100） 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年
繊維製品 316.6 202.5 129.4 99.8 94.3
はん用・生産用・業務用機械 80.0 85.0 93.8 92.2 99.6



































3. 2　1990 年代から 2010 年代における日本の外国人の受入れ　産業の国際化の観点から













えられるが、橋本（2009）は日本で発行されているポルトガル語新聞の求人データ約 1 万 5000
件を利用して、1991 年から 2004 年の日系ブラジル人求人賃金（時給）と日本人常用的パート
求人（製造業）の平均賃金（厚生労働省「職業安定業務統計」による）の推移を示したが、当




2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 2004 年
技能実習生（繊維） 11.6 11.5 11.6 11.6 11.5
日系ブラジル人 17.8 17.7 17.1 17.0 17.4
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